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金子聰・教授 JSPS 代表
子供の成長と生活環境に関するアフリカ出生
コホート研究

金子聰・教授 JSPS 分担
狂犬病制圧にむけた犬のワクチン接種率向上
にナッジは有効か -ランダム化比較実験-

金子聰・教授 JSPS
 代表者：
後藤 健介

スリランカ水害地域における安全教育を用い
た持続可能な包括的水害対策研究

金子聰・教授 JSPS 分担

A Cross-sectional Study on Invasive
Bacterial Infections Associated with
Severe Malaria Among Children
Hospitalized in Western Kenya

氏名・職 資金提供元/共同研究先
代表・
分担

研　究　題　目

金子聰・教授 AMED 代表 マルチプレックス事業

金子聰・教授 JSPS 代表
熱帯乾燥気候の新環境医学に関する萌芽的探
索：真菌菌腫からのアプローチ
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金子　聰・教授 ケニア中央医学研究所(KEMRI)
5歳未満児の養育者に対する栄養カウンセリングの効果の
検討：アフリカモデルの構築

金子　聰・教授
多賀　優・協力研究
員

ハルツーム大学 マイセトーマリ
サーチセンター

熱帯乾燥気候の新環境医学に関する萌芽的探索：真菌菌
腫からのアプローチ

森保妙子・助教 JSPS

加藤健太郎・助教
北海道大学大学院　医学研究院
先端的糖鎖臨床生物学分野

感染性微生物のグライコミクス

加藤健太郎・助教 東海大学　医学部 赤痢アメーバレクチンの機能解析

加藤健太郎・助教 東京理科大学薬学部 リーシュマニアが有する糖鎖中間体の全合成

加藤健太郎・助教 県立広島大学生命環境学部 カプサスポラによるSchistosomaの中間宿主への寄生抑制

金子　聰・教授
ケニア中央医学研究所(KEMRI)
NEC

新生児・乳児の生体認証技術の調査・研究

金子　聰・教授
ケニア中央医学研究所(KEMRI)
NEC

子供の成長と生活環境に関するアフリカ出生コホート研
究

JSPS 分担
慢性シャーガス病の合併症早期予測因子の探
索　－ボリビアコホート研究

森保妙子・助教 関西大学
狂犬病制圧にむけた犬のワクチン接種率向上にナッジは
有効か -ランダム化比較実験-

星　友矩・助教
London School of Hygiene and
Tropical Medicine

蚊捕獲・同定に関する研究

星　友矩・助教
Faculty of Medicine and
Health Sciences, Universiti
Malaysia Sabah, Kota Kinabalu

マレーシア・サバにおけるサルマラリアに関する研究

加藤健太郎・助教 バージニア大学 赤痢アメーバの病原性因子間相互作用解析

加藤健太郎・助教 コペンハーゲン大学 新規糖鎖アレイを用いたレクチンの親和性解析

加藤健太郎・助教 JSPS 代表
腸管寄生原虫の病原性因子間相互作用および
新規糖鎖アレイによる因子の糖鎖親和性解析

加藤健太郎・助教 長崎大学卓越大学院プログラム
代表者：
海野　英

昭
赤痢アメーバ由来レクチンlglの結晶構造解析

金子聰・教授

代表
狂犬病制圧にむけた犬のワクチン接種率向上
にナッジは有効か -ランダム化比較実験-

星友矩・助教 JSPS 分担
子供の成長と生活環境に関するアフリカ出生
コホート研究

星友矩・助教 JSPS 分担
エコヘルスの視点からのサルマラリア対策に
資するフィールド科学の統合的実践

2
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